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うまみの濃いシジミ

400年の歴史をもつ「たたき網漁」、「柴漬け

漁」、「うなぎ筒漁」、「しじみ漁」は、湖

底の形状、気象条件、魚の特性をたくみに活

用した漁法です。いずれも大量に漁獲しない

資源を管理する伝統漁法です。

当地域は、およそ５年に１度、大雨により湖

の水があふれる水害を受け、船や漁具が破損

して経済損失を被ってきました。

そのため、破損しても損失を小さくとどめ、

すぐに漁業を再開できるよう漁具を小型化、

低コスト化してきました。三方五湖に大型の

漁船はなく小さな船を使い続けています。

また、海流の変化などで、ウナギの遡上が

減った際、漁獲の対象でなかったテナガエビ

を商品化するなど、漁業者の柔軟な対応で不

安定な漁業収入を補ってきました。

さらに、水稲・梅栽培と複合することで収入

のリスクを分散し、災害や環境変化からの回

復力を強化してきました。

たたき網漁のコイ
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三方五湖は、福井県の西部に位

置し、若狭町と美浜町にまたがる

総面積約１１Ｋ㎡の５つの湖です。

それぞれ水深や塩分濃度などが異

なり、湖ごとに独特の漁法が育まれ、

４００年以上前から漁業が営まれて

きました。
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といいます。 



▌農業生物多様性

▌食料及び生計の保障興

日本農業遺産認定による効果（取組状況）

伝統漁法技術の継承漁業による将来的な安定

漁業担い手の育成・食文化継承

・子供たちへの理解促進のための漁
業体験として、シジミの採取体験、コイ、
フナのたたき網漁体験、ウナギ筒漁体
験を開催

・企業と連携した体験会を実施し、周
知啓発活動を推進

▌地域の伝統的な知識システムへの継承

▌文化、価値観及び社会組織

外来種による生態系への影響

・塩分濃度の異なる湖の資源を活用し、
継続的な漁業活動の推進

・シジミの漁獲量の増大を目指し、浅
場の造成を実施

・湖産物のブランド化を推進

・外来種の生息状況のモニタリング、
漁業等への被害状況の把握を行い、
対応種に応じた防除手法の確立等を
推進

・外来魚駆除に取り組む活動に対する
支援を実施

・新規就業者向け技術伝承会の開催

・シジミウォーキングイベントを開催し、
シジミ汁の振舞い、三方五湖の自然
環境についての説明会を実施

・コイ、フナ、シジミ等の食材を活用し
た新メニューの作成を推進


